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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第104期

第３四半期
連結累計期間

第105期
第３四半期
連結累計期間

第104期

会計期間
自 2021年４月１日

至 2021年12月31日

自 2022年４月１日

至 2022年12月31日

自 2021年４月１日

至 2022年３月31日

売上高（百万円） 351,264 434,834 494,351

経常利益（百万円） 7,221 9,676 9,726

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益（百万円）

5,609 7,014 7,136

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
6,751 11,201 8,755

純資産額（百万円） 62,879 72,403 63,753

総資産額（百万円） 360,343 422,725 364,029

１株当たり四半期（当期）純利益
（円）

633.54 794.70 805.91

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益（円）

－ － －

自己資本比率（％） 17.0 16.7 17.3
 

 

回次
第104期

第３四半期
連結会計期間

第105期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2021年10月１日

至 2021年12月31日

自 2022年10月１日

至 2022年12月31日

１株当たり四半期純利益（円） 197.80 293.39
 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．当社は、第105期より「役員報酬ＢＩＰ信託」を導入しており、当該信託が保有する当社株式を自己株式とし

て処理しております。これに伴い、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式は、１株当たり四半期（当期）純

利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年12月31日）における世界経済は、新型コロナウイルス感染

対策の行動制限が緩和され、一部地域に持ち直しの動きが見られるものの、ロシアによるウクライナ侵攻の長期

化、欧米でのインフレ加速に対応した政策金利の引き上げ、中国でのゼロコロナ政策の転換による感染急拡大など

の懸念もあり、予断を許さない状況です。

我が国経済においても、景気は緩やかに持ち直していますが、物価の上昇や円安の影響もあり、先行きにつきま

しては依然として不透明な状況です。

当第３四半期連結累計期間における業績につきましては、売上高は434,834百万円（前年同四半期比23.8％増）、

営業利益は9,846百万円（同33.9％増）、経常利益は9,676百万円（同34.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は7,014百万円（同25.0％増）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

 
①　鉄鋼

鋼板製品・特殊鋼製品の取扱量については、造船・建築分野での需要が堅調に推移したものの、自動車関連向け

は半導体不足等が続く中で生産台数の回復が進まず減少しました。一方で、鋼材価格が上昇したことにより、増収

増益となりました。

この結果、売上高は179,344百万円（前年同四半期比30.5％増）となり、セグメント利益は4,101百万円（同

38.6％増）となりました。

 
②　鉄鋼原料

   神戸製鋼所向け主原料や冷鉄源の取扱量の増加、原料価格が上昇したことにより、増収増益となりました。

この結果、売上高は48,961百万円（前年同四半期比49.8％増）となり、セグメント利益は1,183百万円（同

240.7％増）となりました。

 
③　非鉄金属

自動車向け・半導体向けアルミ板条や非鉄原料取扱量増等によって増収となるも、自動車端子向け銅板条や空調

向け銅管の取扱量減等により、減益となりました。

この結果、売上高は144,118百万円（前年同四半期比13.7％増）となりましたが、セグメント利益は2,220百万円

（同20.4％減）となりました。

 
④　機械・情報

国内外で建設機械部品等の取扱量が増え、また大型圧縮機も本体・メンテナンスともに取扱いが増えたことに加

え、国内子会社の業績好調もあり、増収増益となりました。

この結果、売上高は41,388百万円（前年同四半期比9.1％増）となり、セグメント利益は1,211百万円（同23.6％

増）となりました。

 
⑤　溶材

国内の造船・建築向けや海外の造船向けの取扱量が堅調に推移し、溶接材料価格も上昇したことにより、増収増

益となりました。

この結果、売上高は20,881百万円（前年同四半期比27.7％増）となり、セグメント利益は574百万円（同191.3％

増）となりました。
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（２）財政状態の分析

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は422,725百万円となり、前連結会計年度末比58,695百万円の増加

となりました。これは主に受取手形及び売掛金と商品及び製品の増加によるものです。

 

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は350,322百万円となり、前連結会計年度末比50,045百万円の増

加となりました。これは主に支払手形及び買掛金と短期借入金の増加によるものです。

 

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は72,403百万円となり、前連結会計年度末比8,650百万円の増加と

なりました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上と為替相場の円安に伴う為替換算調整勘定の増

加によるものです。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた問題はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１） 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 27,000,000

計 27,000,000
 

 
②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2023年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 8,860,562 8,860,562
東京証券取引所
（プライム市場）

単元株式数100株

計 8,860,562 8,860,562 － －
 

 
（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2022年12月31日 － 8,860 － 5,650 － 2,703
 

 
（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）  
－

「（１）株式の総数等②発行
済株式」に記載のとおり　普通株式 4,900

（相互保有株式）  
－ 同上

　普通株式 2,500

完全議決権株式（その他）  普通株式 8,839,700 88,397 同上

単元未満株式  普通株式 13,462 － 同上

発行済株式総数  8,860,562 － －

総株主の議決権 － 88,397 －
 

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」欄には、役員報酬ＢＩＰ信託所有の当社株式が、53,000株（議決権の数530

個）含まれております。

３．単元未満株式には、当社所有の自己株式69株が含まれております。

 

②【自己株式等】

2022年12月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

　神鋼商事㈱ 大阪市中央区北浜２丁目６－18 4,900 - 4,900 0.06

（相互保有株式）      

　大阪精工㈱ 東大阪市中石切町５丁目７－59 2,000 - 2,000 0.02

　日本スタッド
ウェルディング㈱

川崎市川崎区小田１丁目２－６ 500 - 500 0.01

計 － 7,400 - 7,400 0.08
 

（注）役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式は、上記自己株式には含まれておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 15,398 15,127

  受取手形及び売掛金 195,835 ※３  210,434

  電子記録債権 18,281 ※３  22,824

  商品及び製品 54,365 72,072

  仕掛品 59 79

  原材料及び貯蔵品 1,316 1,416

  前払金 22,385 42,302

  その他 9,913 9,543

  貸倒引当金 △953 △1,171

  流動資産合計 316,604 372,629

 固定資産   

  有形固定資産 7,884 8,730

  無形固定資産 1,554 1,456

  投資その他の資産   

   投資有価証券 31,213 32,521

   出資金 1,739 1,874

   長期貸付金 1,586 1,838

   退職給付に係る資産 5 10

   繰延税金資産 1,778 1,931

   その他 5,410 6,486

   貸倒引当金 △3,747 △4,754

   投資その他の資産合計 37,986 39,908

  固定資産合計 47,425 50,095

 資産合計 364,029 422,725

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 161,237 ※３  168,609

  電子記録債務 14,381 ※３  17,855

  短期借入金 49,962 61,591

  未払法人税等 2,023 946

  契約負債 9,386 9,814

  賞与引当金 1,089 794

  預り金 18,244 40,654

  その他 22,996 25,838

  流動負債合計 279,321 326,105

 固定負債   

  長期借入金 16,499 19,205

  預り保証金 1,704 1,692

  繰延税金負債 1,257 2,105

  役員退職慰労引当金 13 12

  退職給付に係る負債 658 699

  債務保証損失引当金 110 119

  その他 712 380

  固定負債合計 20,955 24,216

 負債合計 300,276 350,322
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,650 5,650

  資本剰余金 2,608 2,608

  利益剰余金 50,618 54,887

  自己株式 △17 △243

  株主資本合計 58,859 62,902

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,587 3,534

  繰延ヘッジ損益 △287 75

  為替換算調整勘定 779 4,280

  その他の包括利益累計額合計 4,079 7,890

 非支配株主持分 814 1,609

 純資産合計 63,753 72,403

負債純資産合計 364,029 422,725
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 351,264 434,834

売上原価 326,173 406,303

売上総利益 25,090 28,531

販売費及び一般管理費 17,737 18,684

営業利益 7,353 9,846

営業外収益   

 受取利息 93 147

 受取配当金 698 887

 デリバティブ評価益 88 480

 持分法による投資利益 469 594

 雑収入 367 373

 営業外収益合計 1,718 2,482

営業外費用   

 支払利息 572 889

 売掛債権譲渡損 460 692

 為替差損 16 888

 貸倒引当金繰入額 692 -

 雑損失 108 182

 営業外費用合計 1,850 2,652

経常利益 7,221 9,676

特別利益   

 負ののれん発生益 183 -

 固定資産売却益 - 429

 投資有価証券売却益 77 299

 特別利益合計 260 728

特別損失   

 投資有価証券売却損 80 -

 投資有価証券評価損 13 7

 特別損失合計 93 7

税金等調整前四半期純利益 7,388 10,398

法人税、住民税及び事業税 1,952 2,172

法人税等調整額 △492 871

法人税等合計 1,460 3,044

四半期純利益 5,928 7,354

非支配株主に帰属する四半期純利益 318 339

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,609 7,014
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 5,928 7,354

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △439 △55

 繰延ヘッジ損益 278 363

 為替換算調整勘定 982 3,311

 持分法適用会社に対する持分相当額 1 227

 その他の包括利益合計 823 3,846

四半期包括利益 6,751 11,201

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 6,408 10,826

 非支配株主に係る四半期包括利益 343 374
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 
（２）持分法適用の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において、名北工業㈱を株式取得により持分法適用の関連会社として範囲に含めてお

ります。

当第３四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であるShinsho American Corp.がShinsho K'Mac

Precision Parts, L.L.C.の全株式を譲渡したことに伴い、同社を持分法適用の範囲から除外しております。

 
（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用の算定方法について、当社は原則的な方法によっております。一部の関係会社においては、当第３四半

期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税率を用

いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっておりま

す。

 
（追加情報）

役員報酬ＢＩＰ信託制度について

当社は、取締役及び執行役員（社外取締役及び国内非居住者を除く。以下「取締役等」という。）を対象に、

当社の中長期的な業績向上と企業価値の最大化への貢献意欲を高めることを目指して、「役員報酬ＢＩＰ信託」

制度を2022年８月より導入しております。なお、2022年６月24日開催の第104回定時株主総会にて、本制度の導入

を決議しております。

 
（１）制度の概要

取締役等のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社が当社株式の取得資金を拠出することにより信

託を設定します。当該信託は予め定める株式報酬規程に基づき当社取締役等に交付すると見込まれる数の当社株

式を、株式市場又は当社からの第三者割当により取得します。その後、当該信託は株式報酬規程に従い、一定の

受益者要件を満たす取締役等に対して、役位に応じて決定される株式数の当社株式及び売却代金に相当する金銭

を退任等による受益権確定日以降に交付及び給付します。

 
（２）信託に残存する自社の株式

役員報酬ＢＩＰ信託口が所有する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く）により、純資

産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第３四半期連結会計期間

末において、221百万円、53千株であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

Vina Washin Aluminum Co., Ltd 604百万円 Vina Washin Aluminum Co., Ltd 627百万円

Pertama Ferroalloys Sdn.Bhd. 545百万円 Pertama Ferroalloys Sdn.Bhd. 529百万円

神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 193百万円 神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 136百万円

計 1,343百万円 計 1,293百万円
 

なお、再保証のある保証債務については、当社の負担額を記載しております。

 
２．受取手形割引高、受取手形裏書譲渡高及び電子記録債権割引高

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）

買戻条件付受取手形譲渡に伴う買戻し義務 1,873百万円 2,812百万円

輸出割引手形 317百万円 307百万円
 

 

※３．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）

受取手形 －百万円 1,240 百万円

電子記録債権 －百万円 1,603 百万円

支払手形 －百万円 364 百万円

電子記録債務 －百万円 3,107 百万円
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産にかかる償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年12月31日）

減価償却費 1,077百万円 1,130百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月20日
取締役会

普通株式 309 35.00 2021年３月31日 2021年６月７日 利益剰余金

2021年10月29日
取締役会

普通株式 752 85.00 2021年９月30日 2021年12月６日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月19日
取締役会

普通株式 1,416 160.00 2022年３月31日 2022年６月６日 利益剰余金

2022年11月２日
取締役会

普通株式 1,328 150.00 2022年９月30日 2022年12月６日 利益剰余金
 

（注）配当金の総額には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式に対する配当金７百万円が含まれております。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

売上高          

　外部顧客への売上高 137,466 32,680 126,701 37,944 16,356 351,150 113 － 351,264

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高 － － 0 － － 0 205 △205 －

計 137,466 32,680 126,701 37,944 16,356 351,150 319 △205 351,264

セグメント利益又は
損失(△)

2,959 347 2,789 980 197 7,273 △51 － 7,221
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

売上高          

　外部顧客への売上高 179,344 48,961 144,118 41,388 20,881 434,694 140 － 434,834

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高 － － 0 － － 0 221 △221 －

計 179,344 48,961 144,118 41,388 20,881 434,694 362 △221 434,834

セグメント利益 4,101 1,183 2,220 1,211 574 9,290 386 － 9,676
 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

当社グループの売上高は、主に顧客との契約された収益であり、当社グループの報告セグメントを財又はサービス

の種類別、及び地域別に分解した場合の内訳は、以下のとおりです。

 
前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

（１）財又はサービスの種類別の内訳
（単位：百万円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

特殊鋼 77,941 － － － － 77,941 － 77,941

鋼板 40,093 － － － － 40,093 － 40,093

棒鋼 9,950 － － － － 9,950 － 9,950

チタン・ステンレス 2,814 － － － － 2,814 － 2,814

冷鉄源 － 20,224 － － － 20,224 － 20,224

合金鉄 － 6,430 － － － 6,430 － 6,430

石炭 － 2,039 － － － 2,039 － 2,039

銅製品 － － 41,232 － － 41,232 － 41,232

アルミ製品 － － 38,106 － － 38,106 － 38,106

非鉄原料 － － 41,216 － － 41,216 － 41,216

圧縮機 － － － 3,406 － 3,406 － 3,406

建設機械部品 － － － 6,585 － 6,585 － 6,585

産業機械 － － － 16,108 － 16,108 － 16,108

電子関連機材 － － － 5,730 － 5,730 － 5,730

プラントエンジニアリング － － － 5,353 － 5,353 － 5,353

溶接材料 － － － － 9,070 9,070 － 9,070

生産材料 － － － － 2,025 2,025 － 2,025

溶接関連機器 － － － － 4,675 4,675 － 4,675

その他 28,310 4,798 12,180 2,457 952 48,700 303 49,003

内部売上高 △21,643 △813 △6,034 △1,696 △367 △30,556 △205 △30,762

顧客との契約から生じる収益 137,466 32,680 126,701 37,944 16,356 351,150 97 351,248

その他の源泉から生じる収益 － － － － － － 16 16

外部顧客への売上高 137,466 32,680 126,701 37,944 16,356 351,150 113 351,264
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおります。

 
（２）地域別の内訳

（単位：百万円）

  
報告セグメント その他

（注）
合計

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

日本 79,347 25,078 88,249 26,524 10,002 229,203 9 229,213

 中国 21,649 7 23,352 6,367 2,453 53,830 87 53,918

 アジア 5,963 7,490 12,586 4,013 3,848 33,902 － 33,902

 北米 29,963 103 2,077 926 11 33,081 － 33,081

 その他 542 0 436 112 39 1,130 － 1,130

海外 58,119 7,602 38,451 11,419 6,353 121,946 87 122,034

顧客との契約から生じる収益 137,466 32,680 126,701 37,944 16,356 351,150 97 351,248

その他の源泉から生じる収益 － － － － － － 16 16

外部顧客への売上高 137,466 32,680 126,701 37,944 16,356 351,150 113 351,264
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおります。
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当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

（１）財又はサービスの種類別の内訳
（単位：百万円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

特殊鋼 108,513 － － － － 108,513 － 108,513

鋼板 42,508 － － － － 42,508 － 42,508

棒鋼 8,287 － － － － 8,287 － 8,287

チタン・ステンレス 2,929 － － － － 2,929 － 2,929

冷鉄源 － 27,687 － － － 27,687 － 27,687

合金鉄 － 8,869 － － － 8,869 － 8,869

石炭 － 6,704 － － － 6,704 － 6,704

銅製品 － － 47,796 － － 47,796 － 47,796

アルミ製品 － － 48,038 － － 48,038 － 48,038

非鉄原料 － － 41,191 － － 41,191 － 41,191

圧縮機 － － － 3,933 － 3,933 － 3,933

建設機械部品 － － － 8,746 － 8,746 － 8,746

産業機械 － － － 20,291 － 20,291 － 20,291

電子関連機材 － － － 4,008 － 4,008 － 4,008

プラントエンジニアリング － － － － － － － －

溶接材料 － － － － 11,413 11,413 － 11,413

生産材料 － － － － 2,979 2,979 － 2,979

溶接関連機器 － － － － 5,369 5,369 － 5,369

その他 41,956 8,499 14,246 4,456 1,818 70,978 362 71,340

内部売上高 △24,850 △2,799 △7,154 △47 △699 △35,551 △221 △35,773

顧客との契約から生じる収益 179,344 48,961 144,118 41,388 20,881 434,694 140 434,834

その他の源泉から生じる収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 179,344 48,961 144,118 41,388 20,881 434,694 140 434,834
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

 
（２）地域別の内訳

（単位：百万円）

  
報告セグメント その他

（注）
合計

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計

日本 98,092 33,107 98,732 27,585 11,808 269,326 1 269,327

 中国 27,871 191 34,080 6,049 3,195 71,387 138 71,526

 アジア 15,711 15,527 7,797 5,943 5,649 50,629 － 50,629

 北米 36,812 133 2,762 1,253 69 41,031 － 41,031

 その他 856 0 746 557 157 2,319 － 2,319

海外 81,252 15,853 45,385 13,803 9,072 165,367 138 165,506

顧客との契約から生じる収益 179,344 48,961 144,118 41,388 20,881 434,694 140 434,834

その他の源泉から生じる収益 － － － － － － － －

外部顧客への売上高 179,344 48,961 144,118 41,388 20,881 434,694 140 434,834
 

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年12月31日）

１株当たり四半期純利益 633円54銭 794円70銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 5,609 7,014

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益（百万円）

5,609 7,014

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,854 8,826
 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式を、１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算にお

いて控除する自己株式に含めております（当第３四半期連結累計期間53千株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２ 【その他】

（１）配当の状況

2022年11月２日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 

（イ）配当金の総額………………………………………………1,328百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………………150円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………………2022年12月６日

 

（注）2022年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年２月14日

神鋼商事株式会社

取締役会  御中

 

有 限 責 任 あ ず さ 監 査 法 人
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 新　垣　 康　平  

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 秋　山 　高　広  

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 原　田 　大　輔  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神鋼商事株式

会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神鋼商事株式会社及び連結子会社の2022年12月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ
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れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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